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平成 29 年度厚生労働省科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
「小児・AYA 世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関

する心理支援体制の均てん化に向けた臨床研究」 
 
研究１ 若年成人未婚男性がん患者における精子凍結後の心理教育プログラム

の開発 
 
平成 29 年度鈴木班 第 1 回班会議 
 

議事次第 

 
 

日時：平成 29 年 6 月 12 日（月） 10：00～12：00 
場所：TKP 東京駅八重洲ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ 4I 

 
 

開会 

1. 挨拶 

2. 班員ご紹介 

3. 鈴木班 1 期目 O!PEACE 試験の報告 

4. 本臨床試験の研究計画案の説明、心理教育プログラムの説明 

5. 各施設の凍結保存の状況 

6. アンケート全体の報告 

7. 討論 

8. 質疑応答 

9. その他 

閉会 
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平成 29 年度厚生労働省科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
「小児・AYA 世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支援体制

の均てん化に向けた臨床研究」 
 
研究１ 若年成人未婚男性がん患者における精子凍結後の心理教育プログラムの開発 
 
メンバー表 
 
鈴木 直 班長 聖マリアンナ医科大学産婦人科学 教授 
岡田 弘 班分担者（欠席） 獨協医科大学越谷病院泌尿器科 主任教授 
西山 博之 班分担者 筑波大学医学医療系腎泌尿器外科学分野 教授 
湯村 寧 班分担者 横浜市立大学附属市民総合医療センター生殖医療センター 

部長 
杉本 公平 班分担者 

（岡田先生の代

理） 

獨協医科大学越谷病院リプロダクションセンター 教授 

杉下 陽堂 班分担者 聖マリアンナ医科大学産婦人科学 助教 
小泉 智恵 班分担者 国立成育医療研究センター研究所副所長室 研究員、臨床心

理士、生殖心理カウンセラー、がん・生殖医療専門心理士 
奈良 和子 班協力者 亀田総合病院臨床心理室 主任 臨床心理士、生殖心理カウ

ンセラー、がん・生殖医療専門心理士 
橋本 知子 班協力者 ＩＶＦなんばクリニック統合医療部門 リーダー、臨床心理

士、生殖心理カウンセラー、がん・生殖医療専門心理士 
平山 史朗 班協力者 東京ＨＡＲＴクリニック 臨床心理士、生殖心理カウンセラ

ー、がん・生殖医療専門心理士 
小池 眞規子 班協力者 目白大学人間学部心理カウンセリング学科 教授、学科長、

臨床心理士 
 



鈴木直
聖マリアンナ医科大学産婦人科学

平成29年度 厚生労働科学研究費
第１回班会議
2017.6.12

小児・AYA世代がん患者のサバイバーシップ向上を
志向した妊孕性温存に関する心理支援体制の均てん化

に向けた臨床研究

情報提供→→がんと生殖の二重の苦悩や意思決定に関する、がん患者に対する心理支援が必要。
→→がん診療連携拠点病院整備に関する指針ならびにがん対策基本計画には、「臨床心理士が、がん患者の深刻な
精神的ストレスの軽減を担う役割となる」と明記されている。そこで・・・

小児、AYA世代がん患者に対する妊孕性温存の診療の問題点

✓ 2006年〜：欧米では、がん・生殖医療に関するガイドラインが作成され、ネットワークが構築された
✓ 2012年〜：日本がん・生殖医療研究会（現学会）設立
✓ 2014年〜：日本癌治療学会、日本産科婦人科学会、日本臨床腫瘍学会、日本生殖医学会、日本乳癌学会等

✓ 2017年春以降に、日本癌治療学会から小児、思春期・若年がん患者に対する妊孕性温存診療ガイド
ライン刊行予定→“がん治療医は妊孕性喪失の可能性に関する情報を患者に説明すべき”

主治医
がん

産婦人科
医師

情報提供

医療連携

患者
さん

2012年〜

臨床心理士
あるいは

心理支援担当
医療者

？×
×

「小児・AYA世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する

心理支援体制の均てん化に向けた臨床研究」 申請者：鈴木直
平成29年度 がん対策推進総合研究事業事前評価委員会

厚生労働省 2017.3.8
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心理教育プログラム
（O!PEACE試験）

RCT→多施設共同試験

がん対策推進総合研究
がん医療従事者等研修会[「若
年がん患者の妊孕性温存に関
する心理支援セミナー」

2015年10月1日

① 若年乳がん患者の心理支援法の開発

H26 H27 H28 H29~

心理教育プログラム
（O!PEACE試験）

開発

② 若年乳がん患者心理社会的ケアを提供するための組織体制の構築
日本がん・生殖医療研究会
との共催「がん・生殖医療
導入に向けた精神的サポー
ト体制構築を検討する」

2014年11月30日

③ がん・生殖医療専門心理士の養成講座開設

臨床心理士（生殖専門）9名による、聖医大
ならびに慈恵医大のがん・生殖医療外来での

陪席（n=33）

参加者:197名

心理支援に関する臨床試験

臨床心理士の育成

臨床心理士の育成

厚生労働科学研究
「若年乳がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関

する心理支援体制の構築」：目的

参加者:191名

心理教育プログラム（O!PEACE試験）
：RCT開始多施設共同試験

① 若年乳がん患者の心理支援法の開発→心理支援に関する臨床試

H26 H27 H28

心理教育プログラム
（O!PEACE試験）

開発

② 若年乳がん患者心理社会的ケアを提供するための組織体制を構築→心理士の育成

③ がん・生殖医療専門心理士の養成講座開設→心理士の育成

厚生労働科学研究
「若年乳がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する

心理支援体制の構築」

日本生殖心理学会ならびに日本がん・生殖医
療学会と共催

2016年→18名の合格者

臨床心理士（生殖専門）9名による、聖医大なら
びに慈恵医大のがん・生殖医療外来での陪席

（n=32）

がん対策推進総合研究
がん医療従事者等研修会[「若
年がん患者の妊孕性温存に関
する心理支援セミナー」

2015年10月1日

日本がん・生殖医療研究会と
の共催「がん・生殖医療導入
に向けた精神的サポート体制

構築を検討する」
2014年11月30日

参加者:197名 参加者:191名

日本がん・生殖
医療学会

日本生殖心理学会
日本心理臨床学会

などと共催
↓

３回のセミナーで527
名の参加

参加者:139名

がん対策推進総合研究
がん医療従事者等研修会[「若
年がん患者の妊孕性温存に関
する心理支援セミナー」

2017年1月29日
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Onofertility! Psycho-Education And Couple Enrichment therapy

「がん患者の妊孕性温存に関する心理教育とカップル充実セラピー」

心理教育プログラム（O!PEACE）

3年間の成果：心理教育プログラムの開発

第1回

✓ 情報提供：妊孕性温存

✓ がん診断に対する気持ちの整理

✓ 妊孕性温存に対する情報提供と気持ちの整理

✓ がんとの付き合い方

✓ リラクセーション など

第2回

✓ 情報提供：がん治療による心身の変化

✓ リラクセーション

✓ アサーション

✓ リフレイミング

✓ 夫婦コミュニケーション

✓ ストレスコーピング など
ストレス リリースボール

◆ スーパーバイザー２人が各介入者のVTRを視聴し、評定表を用いて評定した。評定後、スーパーバイザー間で正誤を照らし合わせ、矛盾点は討論に
より解決した。

◆ 評定者間一致率：91%

◆ 評定者間信頼性：介入者ごとにκ係数を算出→κ=.778-.949

◆ O!PEACEの介入者4人はほぼ全部の評定項目を満たし、かつ均質の面接ができることが示された。

✓ 平成26年12月に４日間：８回のロールプレイ
✓ 平成27年1月に３日間：８回のロールプレイ
✓ 介入者は全員、ほぼ全ロールプレイに出席
✓ 研修終了時に、各介入者の面接をVTRに録画
✓ 後日、スーパーバイザーがVTRを視聴し、評定尺度項目に従って評定し、心理
療法の質を確認

10名の臨床心理士（生殖心理カウンセラー）と、20名のロールプレイ研修協力者（臨床心理士、生殖心理カウンセラー、看護師、医療ソーシャルワーカー、大学
院生（心理専攻）によって、O!PEACEプログラムが作成された。

若年乳がん夫婦を対象とする
心理教育介入研究

同意取得

第1回アンケート・無作為化割り付け

第1回：
・心理教育
・支持療法によるがんと生殖の気持ち
の整理
・問題解決技法によるストレス対処
・リラクセーション

第2回：
・第1回の内容に加え、アサーション
による夫婦コミニュケーション向上

A群：介入群；O!PEACE

対面式心理サポート2回 介入なし
アンケートのみ回答（夫婦同席でがん治療前に2回）

B群：統制群；通常診療

第2回アンケート（O!PEACE第2回終了後、がん治療前）

◆適格基準
✓施設内乳腺科を受診中である
✓遠隔転移のない初発乳がんである
✓39歳以下の既婚女性である
✓夫婦で参加できる

3年間の成果
多施設共同ランダム化比較試験：O!PEACE試験の施行 H26年度に開発→H27年度に臨床試験として導入

プライマリーエンドポイント：夫婦それぞれの精神的健康（IES-R、K6、HADS）

セカンダリーエンドポイント：①夫婦それぞれの精神的快復力のある思考や行動への変容：ストレスコーピング（TAC-24）、レジリエンス（CD-RISC)、②夫
婦間のコミュニケーション：関係焦点型コーピング尺度

リクルート心
理士
18人

介入
がん・生殖器医
療専門心理士

４人

多施設共同試験（11施設）：平成27年度より開始
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岐阜大学医学部附属病院
乳腺外科 二村学先生

産科婦人科 古井辰郎先生

埼玉医科大学総合医療センター
ブレストケア科 矢形寛先生
産婦人科 高井泰先生

埼玉県立がんセンター
（手術数全国6位）

乳腺外科 松本広志先生

亀田総合病院
（手術数全国6位）
乳腺科 福間英祐先生
不妊生殖科 川井清考先

生

聖マリアンナ医科大学病院
（手術数全国3位）

聖マリアンナ医科大学病院ブレスト＆イ
メージングセンター
（手術数全国23位）

乳腺・内分泌外科 津川浩一郎先生
産婦人科 鈴木直

東京慈恵医科大学病院
乳腺外科 野木裕子先生
産婦人科 杉本公平先生

がん研有明病院乳腺センター（手術数全国1位） 大野真司先生
聖路加国際病院ブレストセンター（手術数全国2位）山内英子先生

多施設共同試験（11施設）：平成27年度より開始

乳がん患者のサバイバーシップ向上を志向した心理教育プログラム
臨床試験 O!PEACE試験

◆ 日本生殖心理学会、日本がん・生殖医療学会との共同で、当班研究班員が中心
になって運営。

◆ 対象：臨床心理士で、かつ、生殖またはがん領域で既に研修や資格を終了した者
◆ 期間：年1回開催、32時間程度の講義、演習、試験
◆ 資格授与：講座参加かつ試験合格による→その後実際の診療の現場を陪席する
義務あり

山梨県：
永井静香 千葉

県：
奈良和
子
宮川智
子

東京都：
平山史朗
小泉智恵
中島美佐子
後ユミ子
菅谷典恵

岡山県：
江見弥生広島県：

花谷智子

長崎県：
石井慶子

大分県：
上野桂子 愛知県：

伊藤由夏

大阪府：
橋本知子
江田いづみ

鹿児島県：
吉永明美

岩手県：
星山千晶

愛媛県：
河野史子

3年間の成果
がん・生殖医療専門心理士の養成講座開設（H28年度より）

敬称略

◆ 日本生殖心理学会：森本義晴理事長（IVF JAPANグループ代表）
日本生殖心理学会認定生殖心理カウンセラー：63名
日本生殖心理学会認定生殖医療相談士：259名

◆ 日本がん・生殖医療学会：鈴木直（理事長）

がん・生殖医療専門心理士→全国に18名
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http://www.j-sfp.org

3年間の成果その4
がん・生殖医療における心理支援に関する患者への啓発

生命と妊孕性の危機を同時迎えて混乱している若年乳がん患者さん夫婦が、多くのヘルスケアプロバイダーと出会い、
意思決定していく過程をコミックを用いてわかりやすく伝える→臨床心理士の啓発

厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究（がん政策研究））推進事業

若年乳がん患者の妊孕性温存
に関する心理支援セミ ナー

 ! 年!月 日（ 日） ! ：   ～! ：  

参 加 費

主催： 「 若年乳がん患者のサバイバーシッ プ向上を志向した

妊孕性温存に関する心理支援体制の構築」

研究代表者 鈴木 直 ／ 研究分担者 小泉 智恵

日 時

会 場

横浜情報文化センター・ 情文ホール
対 象

無料
（ 事前参加申込みが必要です）

プログラ ム  ～ 受付開始・ 開場
!   ～! ! 開会の辞 鈴木 直 （聖マリアンナ医科大学産婦人科学教授）

第１ 部 妊孕性温存の基礎知識
座長： 杉本 公平 （東京慈恵会医科大学産婦人科学講座講師）

! ! ～!  妊娠の仕組みと不妊治療、 がん・ 生殖医療
演者： 原田 美由紀 （東京大学産科婦人科助教）

!  ～!! ! がん・ 生殖医療における地域ネッ ト ワークと多施設連携
演者： 古井 辰郎 （岐阜大学医学部産科婦人科学准教授）

!! ! ～!!  討論
指定討論者： 上澤 悦子 （福井大学看護学部教授）

!!  ～!!  休憩

第２ 部 乳がん患者における妊孕性温存、 妊娠・ 出産
座長： 片岡 明美 （がん研究会有明病院院乳腺外科医長）

!!  ～!   乳がん治療と妊孕性温存
演者： 津川 浩一郎 （聖マリアンナ医科大学乳腺・内分泌外科学教授）

!   ～!  乳がん治療と妊娠・ 出産・ 育児
演者： 松本 広志 （埼玉県立がんセンター乳腺外科部長）

!  ～!  討論
指定討論者： 渡邊 知映 （上智大学看護学科准教授）

!  ～!  昼食休憩 （ ホール内飲食不可のためロビーまたは外部飲食店でお願いします）

第３ 部 乳がん患者の妊孕性温存における心理支援
座長： 鈴木 直 （聖マリアンナ医科大学産婦人科学教授）

!  ～! ! 若年乳がん患者の妊孕性温存に対する心理支援

演者： 奈良 和子 （亀田総合病院臨床心理室主任臨床心理士）

! ! ～!  夫婦心理教育プログラム による介入研究
演者： 小泉 智恵 （国立成育医療研究センター研究所研究員）

!  ～!  討論
指定討論者： 小池 眞規子 （目白大学心理カウンセリング学科教授）

!  ～!   休憩

第４ 部 妊孕性温存における心理支援の将来展望
座長： 小泉 智恵 （国立成育医療研究センター研究所研究員）

!   ～!  多職種連携による心理支援体制の展望
演者： 高井 泰 （埼玉医科大学総合医療センター産婦人科教授）

!  ～!   若年乳がん患者のサバイバーシッ プ向上を志向した妊孕性
温存に関する心理支援体制の構築

演者： 鈴木 直 （聖マリアンナ医科大学産婦人科学教授）
!   ～! ! 討論

指定討論者： 平山 史朗 （東京ＨＡＲＴクリニック臨床心理士）

! ! ～!  閉会の辞 小泉 智恵 （国立成育医療研究センター研究所研究員）
アンケート 記入

共催： 日本がん・ 生殖医療学会

後援： 日本臨床心理士会

定 員

がん診療拠点病院または生殖補助医療登録
施設の臨床心理士又は心理支援担当医療者

コメディカルのための
基礎・実践セミナーです

臨床心理士
資格更新のための

ポイントを申請予定です

!  名
（ 申込締切
! 月 日 !   ）

【セミナーのまとめ】
がん・生殖医療における心理支援とは？
1. 意思決定・自己決定の支援
2. 精神状態に対する精神的サポート
3. 健康問題に関与しつつ女性としての生き方の対する

サポート
4. 家族との関係性に対するサポート
5. がんと妊孕性に関してどの様に折り合いをつけるか

等
6. 医療情報の理解や整理を行い考えていく道筋をつけ

る
7. 迷いや葛藤の表出に対する精神状態のアセスメント
8. ナラティブな情報も伝える

◆ 臨床心理の拡充：約3万人の心理士への意識付け、公
認心理師法案可決、がん・生殖専門心理士誕生

◆ 看護師の役割：認定看護師約2000人、スキルアップ、
7000人のアドバンス助産師

Key Words:

❖ 意識があるか？知識があるか？
❖ 継続性
❖ 役割分担（医師、看護師、臨床心理士）
❖ 医療連携

厚生労働科学研究「若年乳がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支援体制の構築」：発表会

参加者：139名
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H29-H31

① 若年成人未婚男性がん患者における精子凍結後の心理教育プログラムの開発

② 若年乳がん患者（未婚）における妊孕性温存の心理教育プログラムの開発

③ 小児・思春期のがん患者とその親に対する妊孕性温存の情報
提供とインフォームドアセントのあり方に関する調査研究

協力体制：日本がん・生殖医療学会、日本生殖心理学会、
日本心理臨床学会、Oncofertility Consortium（米国）

ロードマップ
小児・AYA世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支援体制の均てん化

H29-H31

① 若年成人未婚男性がん患者における精子凍結後の心理教育プログラムの開発

研究デザイン）無作為化比較試験
対象）遠隔転移のない初発のがん患者で、研究実施施設で精子凍結をした後、化学療法を終えて1回目の凍結保存更新にあたる若年成人未婚男性
目標症例数）試験全体の目標症例数は対照群、統制群それぞれ37組（合計74組）。
実施予定施設）横浜市立大学附属病院、獨協大学越谷病院、筑波大学附属病院、亀田総合病院、聖マリアンナ医科大学病院など

② 若年乳がん患者（未婚）における妊孕性温存の心理教育プログラムの開発

③ 小児・思春期のがん患者とその親に対する妊孕性温存の情報提供とインフォームドアセ
ントのあり方に関する調査研究

協力体制：日本がん・生殖医療学会、日本生殖心理学会、
日本心理臨床学会、Oncofertility Consortium（米国）

一般に、男性は女性に比べて自己開示しない傾向がある（熊野, 2002）。青年期・若年成人男性が落ち込み体験から抑うつに至るメカニズムは、体験
自体が直接抑うつに影響するだけでなく、自己効力感を低下させることから抑うつに至る点が女性と異なる特徴である（寺口, 2009）。精子凍結は短期
間で容易にできるため、安易に凍結を行う患者は多いが、男性がん患者の未婚率が69%と高く、凍結精子の利用は10%前後である（大久保, 2009）。以
上より、凍結保存後に化学治療を受けた若年成人未婚男性を対象として正しい医療情報を伝え気持ちの整理を行い、自己効力感の回復と抑うつの
低減を目的とする心理教育プログラムを開発し、それによる介入の効果評価を測定する。

研究デザイン）無作為化比較試験、対象）遠隔転移のない初発の未婚若年乳がん患者、目標症例数）試験全体の目標症例数は対照群、統制群それぞれ37組（合計74組）。
実施予定施設）聖マリアンナ医科大学病院、聖マリアンナ医科大学附属ブレスト&イメージングセンター、亀田総合病院、東京慈恵会医科大学病院、埼玉医科大学総合医療センター、
埼玉県立がんセンター、岐阜大学医学部附属病院、滋賀医科大学附属病院、聖路加国際病院、がん研有明病院など

若年成人未婚女性の場合、妊孕性温存の希望はあっても、温存のための時間、労力、費用がかかるため、強い葛藤を抱きやすい。加えて、将来の結
婚、妊娠、出産について不確定要素が大きいため、意思決定困難になりやすい（Block, 2013）。そこで、若年成人未婚女性に特化した心理教育プログ
ラムを開発し、それによる介入を行い、精神的健康（うつ、不安、PTSD症状）、精神的回復力のある思考や行動への変容(コーピング、レジリエンス、自
己効力感）に対して改善効果があるかどうかを検討する。

聖マリアンナ医科大学病院、滋賀医科大学附属病院、米国ノースウエスタン大学病院、米国シンシナティ子ども病院、オレゴン・ヘルスアンドサービス大学など

ロードマップ
小児・AYA世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支援体制の均てん化
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心理療法のランダム化比較試験施行時の必要条件 (菊池,2007)

1. 患者のバイアス除去が必要

✓介入があってもなくても、効果があるように思えるとモチベー
ションが下がらない

2. 均質な心理療法である必要

✓詳細なマニュアル、模擬面接DVDが必要

✓ロールプレイ訓練により高い一致率を得る
✓実施を録音し正しく行われているか確認、指導が必要

3. 心理士のバイアス除去が必要

✓心理士は参加者に事前～事後接触できない（診療で関わ
れない）

乳がん患者のサバイバーシップ向上を志向した心理教育プログラム
臨床試験 O!PEACE試験

実際のがん・生殖医療等への応用：
✓ 心理支援に関する世界初で独創的なこれら臨床試験の成果を通じ
て、不確実性の中で恐怖と不安を感じる小児・AYA世代のがん患者
における妊孕性、生殖機能温存などのサバイバーシップ向上に資す
るエビデンスを、実地診療に応用する。

✓ がんサバーバーのQOL向上と我が国における少子化対策の一助を
志向した、がん・生殖医療診療提供体制の構築し、臨床心理士の効
果的な配置と登用を導入する。

ロードマップ
小児・AYA世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支援体制の均てん化

がん・生殖医療
専門心理士

① 若年成人未婚男性がん
患者における精子凍結後の
心理教育プログラムの開発

② 若年乳がん患者（未婚）
における妊孕性温存の心理
教育プログラムの開発

③ 小児・思春期のがん患者
とその親に対する妊孕性温
存の情報提供とインフォーム
ドアセントのあり方に関する
調査研究

計画と目標

多施設共同無作為比較臨床試験ーーー→効果評価

国内外の動向調査
本邦で標準的に使用できる資材と
実施マニュアルの開発を目的

多施設共同無作為比較臨床試験ーーー→効果評価

平成29年度 平成30年度 平成31年度

がん・生殖医療専門心理士の配置による妊孕性温存の適切な医療情報と心理カウンセリングの均てん化を目指す
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✓ 対象患者は一般不妊の患者ではなく、がん患者であることを忘れてはならない！！
✓ 何よりもがん治療が優先される・・

◆ 心理支援：臨床心理士による、がん告知時の妊孕性温存に関する意思決定支援

→AYAがんサバイバーシップの向上と少子化対策の一助となりうる

◆ 人材育成：ヘルスプロバイダーとしての臨床心理士の教育と、がん・生殖医療専門心理士の養成

→臨床心理士の専門性分野（2階建て）確立に関するシステム構築

◆ 医療連携：がん・生殖医療における臨床心理士による長期フォローアップの連携体制の構築

→AYAがんサバイバーシップの向上と少子化対策の一助となりうる

◆ 臨床心理士の拡充：がん告知時早期から、がん患者の深刻な精神的ストレスの軽減を担う役割とし

て、臨床心理士による心理支援の介入（がんと生殖）

→臨床心理士の効果的な配置と登用に繋がる

がん・生殖医療専門
心理士

平成27年9月9日に公認心理師法案可決

ロードマップ
小児・AYA世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支援体制の均てん化
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厚労科研鈴木班 平成 29年度第 1回班会議 議事録 
 
日時： 平成 29年 6月 12日(月) 10:00-12:00 
場所： TKP東京駅八重洲カンファレンスセンター カンファレンスルーム４I 
   東京都中央区京橋 1-7-1 戸田ビルディング 
   TEL: 03-4577-9264 
参加者： 鈴木 直 班長 聖マリアンナ医科大学産婦人科学 教授 
 西山 博之 班分担者 筑波大学医学医療系腎泌尿器外科学分野 教授 
 湯村 寧 班分担者 横浜市立大学附属市民総合医療センター生殖医療センター 部長 
 杉本 公平 （岡田分担者代理） 獨協医科大学越谷病院リプロダクションセンター 教授 
 杉下 陽堂 班分担者 聖マリアンナ医科大学産婦人科学 助教 
 小泉 智恵 班分担者 国立成育医療研究センター研究所副所長室研究員 
 奈良 和子 班協力者 亀田総合病院臨床心理室主任 
 橋本 知子 班協力者 ＩＶＦなんばクリニック統合医療部門リーダー 
 平山 史朗 班協力者 東京ＨＡＲＴクリニック 臨床心理士 
 小池 眞規子 班協力者 目白大学人間学部心理カウンセリング学科教授 
議題: 表記研究における研究計画の確認と修正、スケジューリングについて 
 
 
I. 本臨床試験の研究計画案について 
z RCTでは心理支援がどのくらい効果を上げられるのか、先行研究はあるのか？ 
z → 男性対象の研究はほとんどない。 
 
z RCTをする前に、前提となる、若年男性がん患者の心理社会的状況について把握する必要がある

だろう。 
z → そのため、本年度は、若年男性がん患者の心理社会的状況に関する観察研究を実施すること

とする。 
 
z 観察研究の計画案として、 

y 対象者： 精子凍結した若年男性がん患者を実験群として、コントロール群を設定する 
y 方法： アンケート調査。必要があればインタビューなど検討 
y 計画する上での検討事項： まず先行研究を整理し、どのような心理社会的側面を調査する必

要があるかを明らかにする。次に、各側面について標準化された尺度を中心にしつつ調査票を

完成させる。そして、調査対象施設への依頼など準備を進め、調査票の配布、回収、統計解析

を進める。 
 
II. 今後の方向性 
 観察研究については、湯村先生、小泉が担当となり、実務、下案を進める。 

以上 
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平成 29 年度厚生労働省科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
「小児・AYA 世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支

援体制の均てん化に向けた臨床研究」 
 
研究２ 若年成人未婚女性乳がん患者における妊孕性温存の心理教育プログラムの開発 
 
平成 29 年度鈴木班 第 1 回班会議 
 

議事次第 

 
 

日時：平成 29 年 6 月 12 日（月） 13：00～15：00 
場所：TKP 東京駅八重洲ｶﾝﾌｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ 4I 

 
 

開会 

1. 挨拶 

2. 班員ご紹介 

3. 鈴木班 1 期目 O!PEACE 試験の現状 

4. 臨床試験の研究計画案、心理教育プログラムの説明 

5. 各施設の実施状況 

6. 症例獲得促進のための研究計画、運用の意見交換 

7. 質疑応答 

8. その他 

閉会 
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平成 29 年度厚生労働省科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
「小児・AYA 世代がん患者のサバイバーシップ向上を志向した妊孕性温存に関する心理支援体制

の均てん化に向けた臨床研究」 
研究２ 若年成人未婚女性乳がん患者における妊孕性温存の心理教育プログラムの開発 
 
メンバー表 

鈴木 直 班長 聖マリアンナ医科大学産婦人科学 教授 
大須賀壌 班分担者（欠席） 東京大学医学部産婦人科学教室 教授 
原田美由紀 班協力者 東京大学医学部産婦人科学教室 講師 
小泉 智恵 班分担者 国立成育医療研究センター研究所副所長室 研究員、臨床心理

士、生殖心理カウンセラー、がん・生殖医療専門心理士 
津川浩一郎 班分担者（欠席） 聖マリアンナ医科大学乳腺・内分泌外科学 教授 
川井 清考 班分担者 亀田総合病院生殖医療科 部長 
福間 英祐 班分担者 亀田総合病院乳腺外科 乳腺科主任部長 
奈良 和子 班協力者 亀田総合病院臨床心理室 主任 臨床心理士、生殖心理カウンセ

ラー、がん・生殖医療専門心理士 
野木 裕子 班分担者（欠席） 東京慈恵会医科大学外科学 講師 
拝野 貴之 班協力者 東京慈恵会医科大学産婦人科学講座 助教 
古井 辰郎 班分担者 岐阜大学大学院医学系研究科産科婦人科学分野 准教授 
二村 学 班分担者（欠席） 岐阜大学医学部腫瘍外科 准教授 
杉本 公平 班分担者 獨協医科大学越谷病院リプロダクションセンター 教授 
高井 泰 班分担者 埼玉医科大学総合医療センター産婦人科学 教授 
矢形 寛 班分担者（欠席） 埼玉医科大学総合医療センターブレストケア科 教授 
松本 広志 班分担者 埼玉県立がんセンター乳腺外科 乳腺外科部長 
大野 真司 班分担者 がん研究会有明病院乳腺センター乳腺外科 乳腺センター長 
山内 英子 班分担者 聖路加国際病院 副院長 センター長 乳腺外科部長 
固武 利奈 班協力者 聖路加国際病院ブレストセンター アシスタント 
久野美智子 班協力者 聖路加国際病院小児科 臨床心理士 
木村 文則 班分担者 滋賀医科大学産科学婦人科学 准教授 
杉下 陽堂 班分担者 聖マリアンナ医科大学産婦人科学 助教 
西島 千絵 班分担者 聖マリアンナ医科大学産婦人科学 助教 
橋本 知子 班協力者 IVF なんばクリニック統合医療部門 リーダー 臨床心理士、生

殖心理カウンセラー、がん・生殖医療専門心理士 
平木 典子 班協力者（欠席） 統合的心理療法研究所 顧問 
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厚労科研鈴木班 平成 29年度第 1回班会議 議事録 
 
日時： 平成 29年 6月 12日(月) 13:00-15:00 
場所： TKP東京駅八重洲カンファレンスセンター カンファレンスルーム４I 
   東京都中央区京橋 1-7-1 戸田ビルディング 
   TEL: 03-4577-9264 
参加者： 鈴木 直 班長 聖マリアンナ医科大学産婦人科学教授 
 原田美由紀 班協力者 東京大学医学部産婦人科学教室講師 
 小泉 智恵 班分担者 国立成育医療研究センター研究所副所長室研究員 
 川井 清考 班分担者 亀田総合病院生殖医療科部長 
 福間 英祐 班分担者 亀田総合病院乳腺外科乳腺科主任部長 
 拝野 貴之 班協力者 東京慈恵会医科大学産婦人科学講座助教 
 古井 辰郎 班分担者 岐阜大学大学院医学系研究科産科婦人科学分野准教授 
 杉本 公平 班分担者 獨協医科大学越谷病院リプロダクションセンター教授 
 高井 泰 班分担者 埼玉医科大学総合医療センター産婦人科学教授 
 松本 広志 班分担者 埼玉県立がんセンター乳腺外科乳腺外科部長 
 大野 真司 班分担者 がん研究会有明病院乳腺センター乳腺外科乳腺センター長 
 山内 英子 班分担者 聖路加国際病院 副院長 センター長 乳腺外科部長 
 固武 利奈 班協力者 聖路加国際病院ブレストセンターアシスタント 
 久野美智子 班協力者 聖路加国際病院小児科臨床心理士 
 木村 文則 班分担者 滋賀医科大学産科学婦人科学准教授 
 杉下 陽堂 班分担者 聖マリアンナ医科大学産婦人科学助教 
 西島 千絵 班分担者 聖マリアンナ医科大学産婦人科学助教 
 奈良 和子 班協力者 亀田総合病院臨床心理室主任 
 橋本 知子 班協力者 ＩＶＦなんばクリニック統合医療部門リーダー 
議題: 表記研究における研究計画の確認と修正、スケジューリングについて 
 
 
I. 本臨床試験の研究計画案について 
z 研究費の申請段階では、「若年成人未婚女性乳がん患者における妊孕性温存の心理教育プログラ

ムの開発」として RCTを 3年間でおこなう予定である。 
z 【乳腺科】妊孕性温存の希望があるかどうか医療者がまだ聞いていないような、初診など早期にお

いて、この試験を紹介することは患者の心理的な負担になるのではないかと気になる。そのため、

「がん治療があなたの妊孕性に及ぼす情報を知りたいですか？」とプリスクリーニングしていいか？ 

→【産婦人科】臨床試験の紹介の仕方以前に、妊孕性喪失可能性・妊孕性温存の医療情報は本人

の希望に関わらず、生殖年齢、がん状況、治療方針などで一律伝えなければならないものであると

いう認識はいかがか？ →【乳腺科】患者さんの状況に応じて情報提供する 
z 【多数の参加者】RCTの募集時にプリスクリーニングなどバイアスにつながりやすいことはしない方

がいい。 
 
II. 今後の方向性 
 RCTについては、鈴木先生、小泉が研究計画を再検討する。 

以上 


